
No 施策 該当箇所 頁 ご意見等の内容 事務局（案） 区分

1
地球環境の
保全

●地球温暖化
防止の推進

88 　文章表現を修正。

　原案を以下のとおり修正します。

●地球温暖化防止の推進　1段落目
「　近年、気温の上昇に伴う大雨などの異常気象、洪水の発生や頻発化など、地
球温暖化による影響が全国各地で現れており、国内外を問わず早急に取り組む
べき重要課題の一つとなっています。」

原案修正

2
地球環境の
保全

●環境保全意
識の啓発

88

　タブレット端末を活用した「かんきょう出前講座」
の開催など、コロナ禍においても子どもの学びを
止めない取組について検討をお願いしたい。

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　感染症による学校休業などの不測の事態においても子どもの学びを止めるこ
とがないよう、オンラインを活用した教育の推進に取り組まれたい。」

主要意見

3
地球環境の
保全

●環境保全意
識の啓発

88

　学校給食において、地産地消のほか、ＭＳＣ認
証やＲＡ認証を受けた食材を調達するなど、環境
保全意識の向上と生産者の生活の維持を図って
いただきたい。

　主要な意見として以下の内容で整理します。
　（資料１－２のNo.１３と一括）

「　学校給食の実施に際し、地産地消の推進のほか、国際的認証制度を活用した
持続可能な農・水産物を取り入れるなど、環境や生産者にも配慮した食材調達を
進められたい。」

主要意見

4
地域の自然
環境の保全

●里山林の保
全や遊休農地
の活用の促進

89
　市民活動団体による里山の保全活動を追記して
はどうか。

　原案を次のとおり修正します。

●里山林の保全や遊休農地の活用の促進　１段落目
「　市民活動団体により里山保全活動が行われていますが、地域住民と森林との
関わりの希薄化に加え、森林所有者の森林整備意欲が減退しており、森林の手
入れが行き届いていない状況にあります。」

原案修正

第１部会（うるおいのあるまち）における意見の整理（事務局案）
資料１－１
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第１部会（うるおいのあるまち）における意見の整理（事務局案）
資料１－１

5
地域の自然
環境の保全

●里山林の保
全や遊休農地
の活用の促進

89
　農業者と農業従事者のどちらが表現として適切
か。

　原案を次のとおり修正します。

●里山林の保全や遊休農地の活用の促進　2段落目
「　また、農業従事者の高齢化や後継者不足により、新たな遊休農地が発生して
います。」

原案修正

6
地域の自然
環境の保全

●里山林の保
全や遊休農地
の活用の促進

89
　遊休農地について、市民農園や農業体験、保育
園児の食育確保等に活用してほしい。

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　遊休農地については、市民農園や農業体験、保育園児の食育等、有効な活用
方法について検討を深められたい。」

主要意見

7
地域の自然
環境の保全

●里山林の保
全や遊休農地
の活用の促進

89

　遊休農地について、農業者や地域住民だけでな
く、市民活動団体や企業などにも活用していただく
のはどうか。

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　遊休農地については、農業従事者だけでなく企業などによる活用を促進された
い。」

主要意見

8
地域の自然
環境の保全

全般 89
　環境教育は、幼児、児童、生徒など小さいころか
ら発達段階に応じた取組が大事である。

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　環境教育については、幼児期など小さいころからの教育が重要であり、発達段
階に応じた取組を推進されたい。」

主要意見
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第１部会（うるおいのあるまち）における意見の整理（事務局案）
資料１－１

9

ごみの減量・
再資源化の
推進

●ごみの発生
抑制・再使用・
再資源化によ
る減量化の推
進

90

　燃やすごみ20％減量の目標を達成したが、引き
続き減量に取り組まなければならない理由を、数
値をもって具体的に記載してはどうか。

　原案を次のとおり修正します。

●ごみの発生抑制・再使用・再資源化による減量化の推進　2段落目
「　しかしながら、全国的にもごみの減量が進み、本市の一人１日当たりの燃やすごみ排
出量は、全国平均を上回っていることから、引き続き、さらなるごみの減量と資源化を推
進するため、指定ごみ袋制度の徹底や食品ロスの削減に取り組むことが重要です。」

原案修正

10
環境美化の
推進

●環境美化啓
発（マナーアッ
プ）の推進

91
　プラスチックごみの海への流出を防ぐことの重要
性を記載する必要はないか。

　原案を次のとおり修正します。

●環境美化啓発（マナーアップ）の推進　1段落目
「　プラスチックごみの海への流出は、海洋汚染だけでなく、海の生態系にも影響
を及ぼしています。
　また、依然として、冷蔵庫や洗濯機をはじめとした大型家電などの不法投棄、ご
みのポイ捨てやペットのふん害なども発生しています。
　そのため、市民一人一人のモラルの向上と美化活動のさらなる促進を図る必要
があります。」

原案修正

11
環境美化啓
発の推進

●環境美化啓
発（マナーアッ
プ）の推進

91

　市としてモラルの向上を図っていこうとしたとき、
子どもと大人がバラバラでは難しい。　この総合計
画が上手くいかなかった場合、その課題を背負う
のは子どもたちである。
　そのため、大人と子どもが一緒に環境について
学び、大人が子どもにしっかりと身に付けさせるこ
とができる社会の仕組みが必要である。

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　市民一人一人のモラルの向上を図るうえでは、環境について、子どもと一緒に
大人も学ぶことができる機会の充実に取り組まれたい。」

主要意見

12
環境美化啓
発の推進

●環境美化啓
発（マナーアッ
プ）の推進

91

　市民一人一人のモラルの向上と美化活動を促
進するため、ポイント制度の導入を検討してはどう
か。

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　市民一人一人のモラルの向上と美化活動の促進を図るための取組について
検討されたい。」

主要意見
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第１部会（うるおいのあるまち）における意見の整理（事務局案）
資料１－１

　日岡山公園の整備については、他市の公園と比
較し、遅れを取っている状況であるため、「日岡山
公園周辺地区まちづくり構想」に基づき、多世代
交流・プレイゾーンなどを可及的速やかに整備し
てほしい。

　権現総合公園の整備については、子育て世代
のニーズを反映させた最新の設備を設置してほし
い。
　また、整備を進めるうえでは、バリアフリー・ユニ
バーサルデザインを考慮した設備や権現湖（親水
空間）の活用、大型遊具の設置を検討してほし
い。

　市内の公園施設については、認定こども園や保
育所が各園の活動の中で利用している公園を優
先して管理してほしい。
　また、遊具のない公園については、認定こども園
などの園庭に設置されているような小型の遊具を
設置してほしい。

14
緑化・親水
空間の活用

●緑化の推進 93

　緑化活動や緑地保全に関する市民意識の高揚
を図るため、市民ガーデニングの推進に取り組む
のはどうか。

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　様々な人が緑化活動や緑地保全に興味や関心を持てるよう、市民の主体的な
ガーデニング活動と連携するなど、まちなみ緑化のさらなる推進に取り組まれた
い。」

主要意見

13
公園等の整
備

●公園・緑地
の整備

92

　主要な意見として以下の内容で整理します。

「　子育てしやすい環境を整備し、加古川市で子育てをしたいと思われるよう、公
園施設の充実、とりわけ日岡山公園及び権現総合公園の施設整備など、レクリ
エーション等の拠点でもある両施設の魅力向上に努められたい。」

主要意見
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